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棚究がと帖豚帖蝋銚父二織の蹴醐偽勅躯靴蛾琴主紬て冒坤大
弔涛鰯軸ら傷ら牝淀もσ頂彰るか鋳輩甫本海側⑳陵氷畔舞⑳残蛾や翁瓶を紐ゑ拝陵は

なは濱添優看ある、そζで勇筆者はζれら㊧調査餓究を恩順淀茜蓼19娼年以索轟歳闘雲携

岐から多数の標本が筆者の毒も当庭集めら柵お、これ1は壌壷と㎏潅浜囲㊧糧島根師範学稜女

子部の学生や現島根太学致育学部秀嬢㊧学生講霜推，夏妹帝泰体あるい憾竜の他長期の休暇

を1利用して，各自の瑠土から熱心に探集されたものぞあり，ま淀，浜囲篇等学狡生徒の有志

諾君が勉輯の余暇に探集さ一牝たものであり，さらにま淀，筆煮のごの碇塞に興味を寄せられ。
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るぺ一；　一、　一一∵　；∵∴一さ
　筆者の検した標本の纏数は嬰3鰯盤の菱きに達以ているが，それら檎査の綾果，石見と出
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　檎査標本　石見地区　　日原，2♀1♂，中西，392♂；雲城，1494♂；黒沢，2♀，周
布，496♂；美州茅1♀；寺酵惚き；長容，2♀；吾郷，39募五十猛蓼6g；鳥井，10♀4

♂。出雲地区一赫門，79；大杜，1992♂；上津，49；三刀屋13♀1♂；鳥上コ892♂；

横田，19；大東，69；廣瀬，5牢；秋鹿，7♀；八東茅g91♂、

　体部の大さ：一体の全長41㎜㎜ア申西産g？撃本による・　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　㌔亘紬弩⑨．　餅　　コ臥02±α26
　形態の愛異・額角歯数はRange　O～8・Mode2・Me独M±α2である・これは額
角あるいは璃列の破損せるものを除いた137個律についてまとめた第1表から得ら牝たも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16’）25　　　　　20～22
ので，久保博士が目本の大平洋側のも⑳について得姦牝ているR－　　　　Mo．　　　M．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1～5，　　　　　2～32
孤7±α04、．帖
刎±α06庭燃地鍵築の幅鵬く舷・細餌ま加て鵬と談る磁ろう・

　生時の色彩：一褐奮を驚ぴ怒唱㊧畢びどK黒帝彪淀鵜色のもめとの二りの型があるよう促み

て伽るが，却づ牝も頭胸甲の串穣がら腹部健が紡て背側の申央線上には顯蕃濠る黄穐色の一

俵⑳幅減ホ縞推あ巧〆腹部の第ユ〆駁欝㊧後縁把はそ帖と直爽する伺色の短v滞状紋曲現ら

二れ説稜新頑胸甲め鰯衝には褐色麹るいは黒赤ん濯複雑抵斑紋がある。

　　　　　災　勢利嚢・荷昆およぴ鵠雲産p敏磁解凹負鋤獅礎搬蟹角歯数の変異を示す。
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　　　　　　　　　　　　　　　尽）舛♂の蹄数を示す・

地方的分布．石見⑧出雲に広く分布するが，1石見に鳶いては年平均気温14度線まだ茅出雲

恒為㎏ては13度線あたり事でρ築地に準ぶ・　　　　　　　　　　　　　　　山

　　　　　　　　　　　λ肋06鮒肋物∂鰍挑滅扱匁（D童亘脇N）
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検査標本：石見地区　　藏木，69935♂；木部，191♂；津和野，1793♂；目原，21♀

15♂；二俸59；安田，3♀；都茂プ5♀ヱ♂；韓田，26♀18♂；枠蒐碑；・黒汎　ヱ5♀14

♂；安城，7二享6♂；岡見，14♀；三保，39；岡布，ヱ6♀6♂；浜田，22♀7♂；波予，理9；

出弼，て3♀10♂；高原，碑；君勧1宇1♂；吾瑠，5♂；白凋夕一16粥♂；犬田，4♀。晒雲
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地区　　頓原，16♀6♂；赤名，、5♀。　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　“

　体部の犬き。体の墾長32㎜噸，浜囲産♀標本庭蓑る。
　　　　　　　　　　　　　　　10∴24　　　15～16　　　1604＋Z68
　形態の愛異．額角歯数はRa㎎e　O～9r　Mode3～41Meanム3≡…蝸である・これは

額角あるいは歯多ゆ放揖艦る鷲強彊験ふ紅4鰯姻僚嬉頓㎞廼ま雀めた第2表から得ら牝たも
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ので・久保博士が大平洋側（広島縣幅酌）のもの侮ついて得ら牝ている　乱O～71Mα
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（　）は♂の個体数を示す。

　久保博士によれぱ，本種の額角は署しく第一鰯角柄を超え，♂の第一腹肢の府肢の還孚は

署しく弦大されadu此に鳶げ岩その長さ差幅差め比凄多・螂多蛇歌であり，・本種の三璽鐘（博

士⑳着蝿嬉かぺる）■猟一碑磁鋤肋鋤殆豚鰺醐協捗額角陵錆工鶴痛柄め末端絶蓬す岩茄，あ

る炉はζ紬を趨を，一魯わ第二腹膜の内陵め遠端陵箭種ぽど庭鋒失き牝す長さと鰭陵哩秤鮒

め比湾あ・るときれて㎏るが汐一孫昆惑出雲地区の重菖法商者め特徴壷混合L七ボるようセあ

る。淀と完ぽ夕墾長23醐醐程度の♂に鳶いては夕その額角は第＾鰯篤柄の末端に達じてい

る畑，嶋づカ蛇達せざる舶が鋤，靖ポぞ椀め錆増酸繍触ぞ磁率楽館く

蛾甑てウチワ糀塁し朴る…紡雀程卒大勘粘そ瞬蝉型塗す坤坤る1
　壁時の色彩ぎ穐色を帯渉淀竜㊧をぴ瞥＜黒寺ん塘褐色あ曹四とむ二つo塑捧捗雰よ匂にみ

禿いるが，何れ竜額角⑳つげ熔㊧とζろ揮ら頭胸甲を経で腹部末欝に筋淀る背面申央線上に

一穣あ憾虞い黄褐色の縞癌あり，一頭胸申1め嫁ぼ帝乗養吏び腹璃捗1第丞㌧5欝の稜縁に濠それ

と敵する餓絞がある・■レがむそれ髄く芯腹縁畔鯉淋危窪肱附
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　地方的分布’石見地区に鳶いては，ヌマェビ類中もっとも魔鳴分布砂嚢かりヱもっと亀個

簑鴛ζ∵㍗㍗㍗、踏㍗郷㍗堆㍗㌃
　　　　　　　　　　　　ポ碗磁鰯岬畔蝉鋤駆醐騎鰯一　’．…

　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ1沸膨一雰一マ巽菖、　、一…

　C鮒玄荻鰯8θ鮒o磁ゑ鰯STI1M：PSON1860，R28（not　see⑪）；KU彊⑭五9：鍛，pp．8⑨～82多

Texト逓菖。16二A（ノ亘（in　Japanese）；1匿A“価破ヱ⑨5⑪，　PPら214～15遜滋ご刃認聾anese）。

g鮒泌呼拠㈱榊・彦1伽U触0峨臥27蝸・1碧・
　検査標本：石見地区　　三保多6♀；浜田，1♀；下府璽g♀7♂臼出雲地区　　沸門，1♂。

　体部の犬き：額鴛を響轡徹⑳墾授は溺蘭醐，額角長6鰯醜，下府産の雫標捧による、
　　　　　　　　　　　　　　　　獅篶瀦鮒
　形態の蟹異：額角歯数⑳Ra鴎e6～14＋1～劣檎養標本の数があまりに少いために・こ

の額繭蝉磁舶紅鵬細坤映海と蜘灸舶ζと紬舛・
生駒鋤害褐鉦若び鮒の脳申脱雛蝋の正⑳二つの型梯るようにみ

ている哉．い亨糾も頭晦甲；森ら醸翻侭わ兼喝背面1申爽線土午は二像の騒頃俗黄褐色の縞があ

1・準㍗与雫甑㊧後録鰍そ牝と敵芋る鰹坤状紬狐　・1
　地方駒分布’石見に竜出雲にも分布レているぼれど1鳶嚢その鰯体数はが炉して少いように

馳れ帝．…．曲、，…1、、一、∵’∴　一㌻、…　∵≡、1一∴．

　附　謁：石蒐下府では多本種はもとより樋㊧種㊧ヌマヱ官をもあわぜて，、等しく，シイビ

と肋細之そ牝叩畔岬㌣＝雌紬銚ぺ
　　　廿∵．　、　　　4勿材碓鵬狗鋼確細、虹．斑蝉一　　、

、棚ゴ鰯鋤。搬玄卯、、斑。、㌫、㌶㌣，。、、、、、Ω。担剛葦、、、。

1938，　P脾82↓84，　丁級tイig＆17ん19（in∫ap顯e§e）；K《MlITA1950圭遭・215（独Ja・
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　検査標本：宥蒐瑚区　山黒沢，理；州泰，i1♂；翻賀行，597釘長餐，1♂；＝富山，2♀

1♂．

　体部の大さ：額角を含む体の全長拡砥5卿醐，額角長a5㎜㎜，都賀行産の抱卵せる♀に

よる。

　　　　　　　　　　　　　　　12～19
　濫態の簗異二額角嬢はR蜘ge壌べ蟹檎査撰本の数カ醜由抵て幽い⑳であこα額鶴掘を筋

蹄残銚恥る陶錐方眺馳と姥桃桃ζ台蹄滅、恥
　19弱年紅菰爆欝去は轟鋼懸下㊧属褒漏窟たる誰掘洞加蔭本穣鰹一薮璽種α舶竣鹸鰯磁・

脇鰍磁蝉雛1、そ妙額雛讐鯖鱒叙て第㌣麟挺破薬馳末辮幣簿蛛脇み
燕ら弗妻護レニ焦下奉拝揮鶏軸疋愉騒ζと俸秦りて乳審易㎏識男蜻話蚕占ザ尋♂喬H擦健薬≡い

躍勢苓蝉雫；一嫉る鶴籍鱗鮒師亥よ撫ボ醐硲械以下の擦雑艇膝そ
蝉鱗轡確磯鱒鑓簸錬端担や砧達秘奄鵬碑鍛蹄鵬愚牽紳の
雄襟鱗巧・蝉螺拠拠鈴も職に像紬て蝉喝磁渇1。屈島鞍薄此
加冬磁究ぬ鋤轟銘あって瀦高鵜女子未議⑫属雌璽潅鰯銑生⑳雫壷嬢細㎏頑敢鎮裏麿淀寵河洞

徽纏誌5鰯㊧擦本庭麗轟る隈鈴腫鳶姶頑嫁嚢そ栖らは歴種捗謁載憾禽薮せ赤して嚢ム遼石
．愚慶⑳犠醸羨ものに類傑レ療も峰も勧盈、、そ這奄筆講熔こ⑫褒種随像晦て蒲守め擬腿講抱い

ているのである鶴一11今儀象缶⑫操嬢を爆蛾糠牽壷須咳感為蜘と思づて蜘勢
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them short~r ･an;d larger. 

Dacfylus i 'ftifnished with ,7-9 
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s p,,*inal ; .b:risties. 

with . 14-18 
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anterior part of same ; D, posteriof part of telson ; E,~ 2 nd chela ; F. ISt chela ; G, dactylus 
of 3 rd thoraeic leg ; '~~, dactylus ef ~5th ' thoracr'c Id~ ; '･ i, stylam~lys of ~tidopodite df ~ ~d 

pleopod ; Jp mushroom-shaped bristles of same. _ (B-J~ greatly _ e;, nlarge~L) ^ - , _ . ; ･ _ 
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　⑫も蟻頓駁二一睦ypeξa湊　㎞　盈聰τ廻童s強逓浸藪蛋ギb並6郷箆⑬⑫竈o回red叱⑭駆㊧籔遜萱濤竈薩澄瞳建　b⑲ay一鷹襲むept

tbe晦愈e籔a1§靱rf凄ce　of恋虹e⑬a迂apace茅whi奪虹掴量塾張虹b1働㊧；並h竈　湿⑧莚sa班　竈籔建髄置⑪　§ur湿籔c建

u・獺蚊鯛幽乱概搬靱9晦磁鮎鋤・巫諏幽雌帝蛋・醐唄・雛繊・眸砥挑1曲．b撃軸敏

th・蝉鱒蹄噂顯尋晦tg．．晦蝉ρ玲鞭・冷、下p蛆p職d繊軸晦．・・躰・宍
鮒一蝉蝉聾b嚇．・螂tp・・陣g擁熱声雌繰寧萎th・、附饗・・㍗蹄蝉海蹄缶’
b1・6三・h・d・｛・・1芒・d虹・ll・f・・・…坤雌・…i・芒・創…iを・・紗紬寺饗・詳

colo皿red　streak　wh1ch　begms　at　the　c肌apace，extend1ng　to　the　teIsoηwithβo㎜e　br一

鴫畔ゆ卵燃・…キ・・坤1蚊・1帥・㎜綿・・一ぢ・卵洩紬
’附…吉己：・棚棚鮒泌1㈱脇（ヒメ麦マ干ビ）’写・’早！も・平岬弊実一iそ献

フローレス海のサラヤー島から報ぜら牝，近年岡田弥二郎博士によらて沖縄島私ぢ探集さ牝。

て，それは久保博士によって語き牝芯淋る。レ秘砂、目本本1圭からは今までどこからも見出

さ牝ていなかったヱビである◎

　止蓮㊧一新璽種は2③醐醜に窪レな例繕菅婚，本種健鈍しで，額角繭㊧藪葛頭胸甲虫に
あるものの数，尾節の後縁の岡粍数，胸蜘指節の後縁の刺数が多いことが先づ犠徴で籔る：塗1榊

す宏駐ち多｛頭胸甲圭庭佳する額角歯数は被⑳5牢対砂て総寓姜麗節⑳後轍隊彼が戯織を症

すに対して牛円（弧），そこに生する剛毛数は13に対して1伽一螂1蛾であ映1ま淀壱れら・

最外側の1対が短きに対して2対が短くセかつ大き㎏ので麹養、鶏三陶鰯磁織の確麟は5

に卒して7～9，第五胸脚のそれは10に対して14悶18想麹るる珪時は紫鶏色をおび戴綴色一

の斑紋の形状によって二つの型がみら牝る。

　　　　　　　　　　　ふ幽鰯幽べ鈎雛滅燃（虹夏ムAN）∵

　　　　　　　　　　　　　　　川ス、ヂ㍗、干’ビ

　五召α勉冴餅重碗κ肋θ鰯，STIlMlPSqN186q　臥109（6bt　see皿）；KUB01鴉6鳩p　640～42

T・・晦1壌脇一・臥・・硲（i中J・・子榔・）1PR1TA19・島坪29→30；箪螂TA．

1950，　p．2五5，　Te夏t一董纂1（亙口Japsnese）。

　檎査撰本；眉見地区　　鎌手，39。三棟，星♀，美州，u2♂，浜田，2♀1♂；川本2♀1♂；

融峠碑ら・∵出雲地区一出卒’・・；上亀．・㍗主刀苧・醐1弾．
　3♀；幅江塞．’工卓2♂’；竹矢，9♀3♂．

　体部の大さ：体の杢長は，川本産の♀では粥㎜㎜，三保産の抱卵？では鴉㎜㎜

形態の鰯額触数は脇・・1半芸茅6一榊湖十萎判蝋・・個縦りい

てまと脈第4琴から秤呼た李叩ある1
　　　　　　　蟹硲轟君昆猪よび蹄雲崖丞鰯械餅鋼捌碗郷の額角歯数の変異。

額負、’上縫歯数
4＋1 4＋2　15＋O　15＋1　15＋2 6＋116＋217＋1 Tota1

2一 工、 ノ4⑳ 、1 玉
留
…
（
2
）

3 1’ 1 2
工
O
（
3
）

6
（
1
）

8
（
2
）

2
（
工
）

ヱ
（
1
）

31（8レ
額
角
下
縁
歯
数

4
1
（
1
） （丞） ！⑩

1
③

Tota1 2 1 2
1
5
（
6
）

7
（
2
）

9
（
2
）

2
（
2
）

1
（
1
）

3
9
（
1
3
）

（　）は♂の個体数を示す。
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　壷鱒の色艦’腹蔀各麓の後緒偽稼繭か鰯爾健及擦騒糖錘㊧穣稽宅飾ら牝ヲ讃た頭胸慰の

働磁紅棋，縛蟹⑳諺蓄鱒色あζ擦蜘り稔鑑綾淡踏夢牝銚1落㊧難綾鴨一雌烹一嘩莚1漕紀麟抄

　　　　　　　　　　　　孔一五磁脇泌飲幽抄鋤北碓：⑭最鉦斑蛤雌掃一・一二　∴㍗…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ　ヲ　タ　ェ　ビ

　漉甥擁錐察勘弼敏訴鰯激総▽砿　ゲ磁俄漉躯鰯OR程M1座NN江8鍋婁聾酔駆⑭～班繋砥磁丑笈斑V肛多

Figξ五劣、亜塾霧　　一＝　二　二・一一一、

　里違翻嬢籏　塚弼塑莚瀦瞳擦擁勇　班⑳S正駆巫）嵐194乱婁L　p葵霧8多　pム砺籔　我塾巫　（I麺冴貴聾勘薦轟建砂整K砥B⑪乱曾

4勢酪，鑓～3雀（虹∫鋤痂⑬se）。、糺一一ザー㍗＝ダ山災一∵1一　阯　㌻・一峯ポ

　檎養擦捧　瞬雲瑠塵｝宍遼湖夕4♀3♂輯　　　　　　　　　　　』

撚翻の犬さ：鞄卵笹る♀の登嫌長5塞娩触。　　　　　　　　　　　　、

　形態の憂異：第5表に示す。　　　　　　　　．一　　一川．シ　ー．　　㍍．

体の全長　　　　　　　　　角一長
（岨蛆）、一額角長頭胸甲長、止甲　長

19，5　　　　13．5　　　　1．44

ヱ6，5　　　　10凸　　　　1．65

18　　　10　　　工．8

15　　　　　　9．5　　　　1．57

久保離騨鵬、構の第二胸轄鱗鰍璃指？糾矯倍鱒箏宍遼鯛顯そ
牝に一致する肌ども・♂のそ牝はきわめて短く｝騨も幹帥茅
　生時の色彩：体金僚が貞2垂縛い，第一騒角鞭蛾麟ゆもρは奉紫亀を轟帖七美しい二

肋肋痴6砺■励歩焚ポ睨撫郎掩50，皿一工71音℃醐睡醐摘1，動．715哨戊UB0

楓11プ1孔舳㍗㍗∵苧（㍗㍗）書予螂㍗g5叫㌣270

鮒伽砂㈱室・㍗竿楓坤宜㍗叩Y今㌣吋岬㍗！’・伽
aneSe〉，一．、　、

　檎査穣本：お見地区　　都賀行，1♂；．周布，191♂，

　体部の大さ1第6表に示す。
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繁鰯嚢　石箆産理磁瀦辮雛胞曜砂鍔㊧体長．整額角歯藪㌧

標　・、奉 金俸長．（晒蛆） 藤胸甲長 額角畏 腹1部長 蟹角歯数

♂　　A 1腱5一 2鉄5 蜷 5募 ・3＋8／3

♂　　　B 囎 2魯 蝪 56 2＋8／弓

♀ 78 2⑪ 五丞 42 ．2＋10／3一

’

＾　　　　　ψπ｛hノー▲由　　　’　■、　　　　　田一」ψ　　　　　＾　　　　　一」L。山A……都賀行産，　B……周布産，　9……周布崖

　形態㊧愛異1邑れち3個俸の第エ鑑脚各欝の長さ㊧指節⑳そ枇庭蒋する翻合ほ第7奉庭示

すとおりで；從来の記載にだいたい合致する。

驚蟻石鬼産肋鰍・舳鰐畑の第二錐碑島

．標本1 座節 長飾 腕箭 前欝 指欝 金・長

実　長 庄ユ9 29 5ユ。0 45－O 9民5 16軌5
♂　　A

（皿蛆） 有20 2＆5 48 42 24 16Z5
霧翫三箭寺言

比　長
左O■5 L1 2 1．8 1

実　長
左1＆5 28 41 34 1＆5 150

♂　　B 右2α 28 47 42 藪 ？

此　長 庄1 1．5 a2 13 1

実　長
左1α5 ・i1 1a5 14 9 61
有1α5 11

9
15 13 9 5巳5

比　長 左L2 L2 13 L5 工

　從来本種の9についての記載がないが，肋1・伽助0郷㈱兆のそれに酪似する。しカふし前

者は第3～5脚が割合に犬ぎく，ま1たそれらの指節が短大重あると芭るカ暗区別奪きる。

　地方的分布：石見地区の大き友河川に分布しているようであるが勇そ⑳鰯僚数は多ぐ旗

い・江川は山陰をっての大河である牟・そ㊧川目から脅6ム⑩。さかρぽゲた海抜鍋理庭ある

奥地都賀行にまで肴布レているζとは犠筆すべ亭であ’りヅ為そらく芭のあ潅り’が1山陰⑳み

’たらす本州本土の日本海側においても分布の北隈とみで其カ苧ろう。

　　　　　　　　　　　　臥即鰍1脈勅カ㈱郷メ・DE臨醐・

　　　　　　　　　　　　　　　　　テナガ｛ビ
　Pα肋8肋o刃脇抄カo郷総恋DE亘AANコ85⑰，P．17ヱ，KUB01940，PP　6～9；Pr　I，f路D多

ユext＿f1gs　1～2（1n　Japa口ese）

　1）α1o助倣o雁（亙秘φα屋α8物o〃）弼ゴカカo弼θη8湘，O量丁岱伍ANN18留1，’P二一713，　Taf．XlLVn，fig．

44z．
　検査標本　石見地区　　都賀行，1♂，江津，1♀；浜田，1♂；周布，29；美川，2♂；

高木，1♂　出雲地区　　出東，295♂，三1刀屋，19；小境灘（宍遺湖），逐9♀86♂，古江ヲ

r♀；八東；1♂一．

　体部の大さ；上蓮標本のうぢもっとも大きv・もの4個律を選んで，第皆表に示す。
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窮圏嚢　石昆産厚ψ脇榊勉弼幼卯彫郷為の体長と額角歯数。

標　　本 金体長（mm） 頭胸甲長 額角長 腹都長 額角歯数

♂　　A 104 30 16 58 3＋9／3

♂　　B 95 27 15 53 3＋9／3

♂　　C 81 22 工3 46 3＋8／3

9 69 17 工3 39 2＋10／3

　　　　　　　　　A……都賀行産多・B……高木島　　C，ギー周布崖

　形態の蟹異1ζれら4個体の第二錨脚各節の長さの指節のそれ俺対する割合は第g表に季

すと若りで，從来の言己載にだいたい合致する。

　　　　　　　　　第劉表　石晃産肋畑鰍0κ加〃o肋郷兆の第二鉗脚長。

穣　　本 座節畏節1腕欝一前箭指箭1金長
　　　　　実　　長　　有17　　　21
　　　　　（ヱn互n）　　　　　二若三16　　　　　　20
♂　　A

　　　　灘に紛言有α。　L。
　　　　　比　　長

　　　　　実　　長　　有14　　　18
♂　　B
　　　　　比　　長　　　α8　　1．1

　　　　　実
♂　　C

　　　　　比

　　左11，5　　14
長　有工1　15

長　　庄α8　　・1

33．5
31

1．7

28

1．7

22
21．5

1．5

30
28

1．5

26

1．6

20
19

1
16．5

1
21　　　　14．5
20　　　　13．5

1．4　　壇　1

1215
114

102．5

83
81

　　　　　　　　；1……　　長　　　　g　　　　7．5　　　1L5　　　　7　　　　6－　　　41

　　　　♀
　　　　　　　　上ヒ　　　　長　　　　　　　1d5　　　　　　102　　　　　　　1．9　　　　　　　1ユ　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8～12　　　　　　　　10
　形態の愛異：額角歯数はRanσe2～3＋2～5・Mode2～3＋31に牝は宍遣湖産134

個体についてまとめた第10表から得られた。

　生時の色彩：体は全体青味がかった暗褐色を奏びているが，腹倒面は淡褐色である’。そし

て全体に褐色の紬点が密にちらばっている・・尾姦は濃褐色を鳶び，第二胸卿は濃い黒褐色の

斑紋でかざら牝，第3～5脚は責褐色である。

　地方的分布：石見出雲の海岸近き河川には普通に見られ，宍遣湖にはことに多い。

　附記：石見下府ではこのエ’ビをジャマと呼ぶが，それは‘悪まの如きエビ’の意味らし

切。江川口から56k㎜も奥に入つた都賀行に産することは注目すぺきである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　分　　　　　：布

　出雲と石見は山陰の酉商部を占め，両地区は東経132◎43多以酉⑧北緯35◎一6’以甫のあたり

で凸凹状に境されており，石見はここから急に西甫方に長くのびて34o線ま近に及んでい

る。ここに棲、富、する前述9種の睦水エビ類は分布上二群に分けられる。

　第　群は石見と出雲に共に分布する種類であって，ヌマエビ科のP鮒α妙αC0榊㈱脇茅

Wθ06鮒〃初α励売〃oμZα肋，C鮒〃肋α1倣603如oαとテナガェビ科のZ粥〃鮒力脇6〃9鰯多

肋肋物0〃伽雄刎碗眺がそのメンバーである、P．00肋炊棚0が石見⑧出雲において優劣
在しに普通に分布しているに対し，’w．加肋脇肋oは石見七は広くかっ密に分布し七出雲

ではひじように少くなっている。α1脇00鮒00は両地区ともに少い。p泓励助0脇力眺の
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第蝸嚢宍遣潮産p俊肱㈱0〃紘妙0脇郷ゐ．の額角歯数の変異を示す。

額　　角　　上　　縁　　歯　　数

　　　2額

角　　3

下
　　　4
縁

歯　　5

数
　　Tota1

額
角　　3
下
縁　　4
歯

数　Tota1

2＋8 2＋9

5
（4）

（1）

8
（5）

2＋10

（工）

11
一（ユ5）

2
（2）

13
（18）

3＋8　　　　　　　3＋9　　　　　　　3＋10

（1）

（1）

2
（1）

11
（10）

（ユ）

3
（21）

1
（1）

2＋11

1
（2）

6
（工3）

（1）

，（1）

・7

（17）

3＋11

2
（5）

（2）

13　　　　　4　　　　　2
（12）　　　　　　　　（22）　　　　　　　　　（7）

（　）は♂の個体数を示す。

2＋埠

3†12

1｛

Tota1

4
（3）

23
（35）

2
（4）

（1）

29
（43）

Tota1

2
（1）

17
（37）

1
（4）

20
（42）

芦本におげる分布にっいては，海岸症き河川⑳湖沼に産し，．したがって雲これが山間奥堆へ

の移殖は不可能とまで從来言われてきたが，石見では江川の申流‘都賀行’に分布してい

る。ここは川口から56k㎜。さかのぼった海抜60㎜の所であってみれば祷筆に値するであ

ろう。おそらくここからさらに多少奥地に及んでいるであろうと思わ牝る、

　第二群は石見にのみ分布する元来甫方の種類であって，ヌマェビ科のC脈熾郷初φ0加雌

C鮒〃ダ物彫〃励加08紡ゴ8尾0勿ダ励とテナガェビ科のPα1惚励㈱10昭功2Sがそめメンバー

であるぴC．ブ確脇肋は日本の申部以甫から遠く沖縄ま1で分布しているが，今までの報昔に

よれば，その日本め太平洋側における分布の北隈は和歌山縣の田辺鳶よびその附近とみら牝

よう。本州の日本海働に鳶げる分布の北隈に筆者は石見をもってしたいと考える。C一鮒脈

勅ダ08淋Sは，セレベス島の甫方サラヤー島から沖縄にかげて分布することは知ら牝ている

が，今まで今の日本わどこから毛失口ら牝ておらないエビである。その一亜種α＆馬0紡砿

牟石見下府に分布していることは，きわめて興味深いことである。P砿五0昭妙θ5は分布の

北隈を目本の太千洋側に為いては鎌倉鳶よびその附近においているようであるが多日本海優唾

においては，筆者が昨年報’じておいた隠岐島に今回石見‘都賀行多およびその附近を加えた

切のである。

　そこで，同じ綴下にあって互に境を接している石見と出雲が，陸水ヱビ類の分布上かくも

劃然たる差別を生する主なる康因の一つは，年干均水温の相異によるであろうと考えら牝．

る、そしてその水温を左右しているものは，緯度あ高低は晃とより，海岸に滑うて流れる湊’

流の状況と山眠の走向の差異によると言えるであろう。対馬暖流の大枝は石見では1海岸に接

近して流れるが，出雲ではやや遠ざかり，し払もその外側にぽリマン寒流の一小枝がす牝す

牝になって北上しておる。そ仙で暖流のえいきようをフルに受けているのは石見である、晦
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陰の脊梁をなすものは申国山一瞬であろが，出雲方面にあっては串園山腿は竜とより大山鰯山

瓶山放どの火山がいづ牝沌北あ…るwま北西：に向って正面しているに対し，石見では山腿や火

出がそ5って’西甫に向らている、であろから参になると塞冷な季節風を吏とふに受けるのば

肥雲である、また雫石晃にあっては一出陰きっての大河江川がえんえんとして流牝，等温線が

この川に滑って燦く湾入していることも見のがせたい。かく．して、．結局石見惇諾要素のえい

きようをう一けて暖く出雲は塞いというζとに：杜り，右見に甫方種がほとんど全部とどまって

いる一理由がこれでう友づかれ。る。

　久保博士は螂8年日本のヌマェ．ビ科の分布論を公表されていろが，その所論を石見出雲

の毛れにあ一ててみると大誰一致するようである。すなわち，その6杢目本群化入っている

C一加鮒0鍬惚は出雲爾石見が共有しており（数は少いが），喜甫部目本群多の中にあるC巾

タ功仰佃都石見にあり，凧励肋脇肋αがここでは．底く密に分布しているに反し，出雲

ではひじように少い。二6北部目本群’におか牝ているR　o㈱欠θ鰯だけは出雲に普通である

ばかりで杜く、石見でもそうであるところから，博士の北緯35◎線はもっと甫に下げ一る必要・

があるように考えられる。こ牝まで今の旧本には店亜熱帯及び熱帯群’のものをまだ見てい

なかったのであるが・αふ馬0碑砿の発見によ・りこの群の分布圏は日本にまでひろめら札

てきた。
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